
2010年02月01日

お知らせ

◎1月1日（金）現在の組織人員は、

　11,481名です。

　合言葉は、「数は力なり！」。

　組合員の皆さん、13,000人の

　組合目指し、組織拡大行動にご

　協力よろしくお願いします。
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「
一
人
親
方
労
災
保
険
」
（
以

下
、
労
災
保
険
）
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
は
、
三
月
末
日
を
も

っ
て
期
限
が
切
れ
ま
す
。

　
更
新
の
ご
案
内
に
つ
い
て

は
、
例
年
通
り
一
月
初
旬
に
加

入
者
の
皆
様
に
お
送
り
し
て
お

り
ま
す
。
（
但
し
、
事
業
所
で

取
り
ま
と
め
て
い
る
場
合
は
事

業
所
に
郵
送
。
ま
た
、
一
月
以

降
に
加
入
さ
れ
た
方
に
は
、
加

入
手
続
き
後
に
お
送
り
し
て
お

り
ま
す
）

【
更
新
手
続
き
が
お
済
み
の
方
】

■
引
落
し
を
希
望
さ
れ
た
場
合

　
　
三
月
一
日
（
今
年
は
二
月

　
二
十
七
日
が
休
日
の
た
め
）

　
に
、
毎
月
引
落
し
さ
せ
て
い

　
た
だ
い
て
い
る
口
座
か
ら
、

　
組
合
費
・
健
康
保
険
料
等
と

　
合
算
し
て
引
落
し
を
さ
せ
て

　
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
そ
の
た
め
、
引
落
し
金
額

　
が
大
き
く
な
り
ま
す
の
で
、

　
事
前
に
口
座
残
高
の
確
認
を

　
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
振
込
を
希
望
さ
れ
た
場
合

　
　
三
月
一
日
ま
で
に
、
案
内

　
に
て
指
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

　
し
た
口
座
に
お
振
込
く
だ
さ
い
。

【
更
新
未
手
続
の
方
】

　
　
ま
だ
、
更
新
手
続
き
を
さ

　
れ
て
な
い
方
は
、
至
急
、
下

　
記
に
従
っ
て
手
続
き
を
し
て

　
い
た
だ
く
よ
う
宜
し
く
お
願

　
い
い
た
し
ま
す
。

■
引
き
続
き
労
災
保
険
を
更
新
さ
れ
る
場
合

　
　
お
送
り
し
ま
し
た
案
内
に

　
同
封
し
て
お
り
ま
す
「
更
新

　
ハ
ガ
キ
」
に
ご
記
入
お
よ
び

　
ご
署
名
い
た
だ
き
、
組
合
へ

　
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
　
尚
、
労
災
保
険
料
の
納
付

　
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

　
来
の
届
出
期
日
で
あ
る
一
月

　
二
十
二
日
を
過
ぎ
て
い
る
た

　
め
引
落
し
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
納
付
方
法
を
振
込
に
指
定

　
し
て
、
必
ず
三
月
一
日
ま
で

　
に
お
振
込
く
だ
さ
い
。

　
　
一
月
以
降
の
労
災
加
入
者

　
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
振

　
込
の
み
に
な
り
ま
す
。

■
労
災
保
険
を
更
新
せ
ず
、
脱
退
さ
れ
る
場
合

①
労
災
保
険
の
み
脱
退
さ
れ
、

　
組
合
に
は
引
き
続
き
在
籍
さ

三
年
連
続
「
満
額
」
勝
ち
取
る

昨年11月19日に全国から6,057名の仲間が集結した　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    中央総決起大会

　
今
回
の
予
算
要
求
闘
争
は
、

今
ま
で
と
は
違
っ
た
政
治
状
況

下
で
、
ま
さ
に
手
探
り
状
態
で

の
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
自
公
の
前
政
権
が
つ
く
っ
た

概
算
要
求
の
見
直
し
と
再
提

出
、
事
業
仕
分
け
に
よ
る
歳
出

の
徹
底
し
た
見
直
し
、
朝
日
新

聞
に
よ
る
国
保
組
合
の
補
助
金

等
に
関
す
る
報
道
な
ど
、
国
保

組
合
の
特
別
助
成
へ
の
風
当
た

り
が
例
年
と
は
全
く
違
っ
た
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
同
時
に
予
算
編
成
が
政
治
主

導
に
移
っ
た
こ
と
や
、
与
党
民

主
党
が
陳
情
や
要
請
を
一
元
的

に
受
け
付
け
る
と
い
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
試
行
錯
誤
の
中
の
予

算
要
求
行
動
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
三
年
連
続
満

額
確
保
と
い
う
大
き
な
成
果
を

勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
背
景
に
は
、
全
国
の
仲

間
に
よ
る
夏
の
厚
生
労
働
省
・

冬
の
財
務
省
と
厚
生
労
働
省
で

二
百
九
十
六
万
枚
を
超
え
る
ハ

ガ
キ
要
請
行
動
（
う
ち
全
建
愛

知
／
四
万
八
千
百
九
十
二
枚
）

や
、
地
元
選
出
の
国
会
議
員
へ

の
要
請
行
動
、
ま
た
予
算
要
求

生
活
危
機
突
破
中
央
総
決
起
大

会
、
東
西
予
算
要
求
行
動
、
さ

ら
に
年
末
の
中
央
闘
争
委
員
会

行
動
の
結
果
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
そ
の
中
で
も
、
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
切
実
な
思
い
が
込
め

ら
れ
た
手
書
き
に
よ
る
ハ
ガ
キ

要
請
行
動
が
力
と
な
り
、
大
き

な
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ご

奮
闘
、
そ
し
て
関
係
議
員
の

方
々
の
ご
支
援
に
、
心
よ
り
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　
今
後
も
、
全
建
愛
知
は
全
建
総

連
と
と
も
に
諸
要
求
実
現
に
向
け

各
運
動
の
手
を
緩
め
る
こ
と
な

く
、
全
力
で
闘
っ
て
い
き
ま
す
。

　
十
二
月
十
八
日
（
金
）
、
碧

南
市
議
会
十
二
月
定
例
議
会
に

お
い
て
「
公
契
約
に
関
す
る
基

本
法
の
制
定
を
求
め
る
意
見

書
」
が
議
員
提
出
案
件
と
し
て

提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
千
葉
県
野
田
市
で
の

公
契
約
法
（
条
例
）
制
定
を
受

け
、
十
二
月
二
十
一
日
（
月
）

山
田
執
行
委
員
長
・
加
島
書
記

長
・
井
上
書
記
次
長
・
田
口
賃

対
部
長
は
じ
め
総
勢
六
名
で
名

古
屋
市
会
議
長
室
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　
山
田
執
行
委
員
長
は
、
市
発

注
公
共
工
事
に
お
い
て
建
設
労

　
来
年
度
（
二
〇
一
〇
年
度
）
の
政
府
予
算
案
が
十
二
月
二
十
五
日
（
金
）
閣
議
決
定
さ
れ
、

国
保
組
合
へ
の
特
別
助
成
は
、
二
百
八
十
二
億
一
千
万
円
（
前
年
度
比
六
千
万
円
増
）
で
三

年
連
続
の
満
額
確
保
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
補
助
金
は
概
算

要
求
時
よ
り
、
五
千
万
円
減
額
の
十
五
億
五
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
保
組
合
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
中
、
全
国
の
仲
間
の
奮
闘

で
勝
ち
取
っ
た
大
き
な
成
果
で
あ
り
ま
す
。

働
者
に
一
定
以
上
の
賃
金
を
補

償
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
公

契
約
法
（
条
例
）
の
制
定
を
求

め
る
要
望
書
を
吉
田
隆
一
議
長

へ
手
渡
し
ま
し
た
。

　
既
に
名
古
屋
市
で
は
、
平
成

十
五
年
六
月
定
例
議
会
に
お
い

て
、
国
に
対
し
て
公
契
約
法
（
条

例
）
制
定
を
求
め
る
意
見
書
が

提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
賃
金
対
策
部
で
は
、

県
内
で
ま
だ
採
択
さ
れ
て
い
な

い
自
治
体
の
議
会
と
行
政
に

「
建
設
業
の
厳
し
い
実
態
」
と

「
公
契
約
の
趣
旨
と
必
要
性
」

を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、「
意
見

書
」
を
各
自
治
体
か
ら
出
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
運
動
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

※
十
二
月
二
十
二
日
付
、
中
日

　
新
聞
朝
刊
に
名
古
屋
市
議
会

　
へ
要
望
し
た
記
事
が
掲
載
さ

　
れ
ま
し
た
。
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労
災
保
険
の
更
新
は
お
済
み
で
す
か

大
き
な
成
果
を
得
る

公
契
約
法
（
条
例
）
制
定
を
求
め
る
意
見
書
・
採
択

賃金対策部

碧
南
市

　
れ
る
場
合
は
、
お
送
り
し

　
ま
し
た
案
内
に
同
封
の
「

更

　
新
ハ
ガ
キ
」
に
ご
記
入
お

　
よ
び
ご
署
名
い
た
だ
き
、

　
組
合
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

②
労
災
保
険
だ
け
で
な
く
、

　
組
合
も
脱
退
さ
れ
る
場
合

　
は
、
別
途
手
続
き
が
必
要

　
に
な
り
ま
す
の
で
必
ず
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
更
新
ハ
ガ
キ
の
書
き
方
・
振

　
込
先
等
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

　
は
、
案
内
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

問
合
　
労
働
保
険
課
の
吉
田
・

　
大
久
保
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

282.1億円満額確282.1億円満額確保保
来年度予算 閣議決定

国保組合
特別助成

要
望
書
を
手
渡
す
山
田
執
行
委
員
長
（
右
）

家 寡加加加加加加加加加加加加

家
寡

加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加

平成22年度　国保組合関係予算

特別助成

・特別調整補助金

229.5億円（対前年度比±0円）

26.1億円（対前年度比±0円）

・特別対策費補助金

282.1億円（対前年度比＋0.6億円）

特定健診・特定保健指導補助金

15.5億円（対前年度比－0.5億円）

・高額医療費共同事業

26.5億円（対前年度比＋0.6億円）



　
組
合
の
契
約
健
診
機
関
で
あ

れ
ば
、
通
年
で
集
団
健
康
診
断

と
同
様
の
健
診
項
目
を
実
費
負

担
な
し
で
受
診
で
き
ま
す
。

①
契
約
健
診
機
関
を
選
択
し
、

　
ご
自
身
で
健
診
予
約
を
お
願

　
中
建
国
保
加
入
者
で
、
住
所

や
氏
名
の
変
更
・
家
族
の
追
加
・

家
族
の
資
格
喪
失
な
ど
の
手
続

き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
至

急
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
お
使
い
の
中
建
国
保

の
健
康
保
険
証
の
有
効
期
限

は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十

一
日
で
す
。

　
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か

ら
有
効
の
新
年
度
の
健
康
保
険

証
に
つ
い
て
は
、
二
月
中
旬
よ

り
作
成
す
る
た
め
、
健
康
保
険

証
の
変
更
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
二
月
十
日
ま
で
に
お
済
ま

せ
く
だ
さ
い
。

　
期
日
ま
で
に
お
済
ま
せ
い
た

だ
い
た
手
続
き
分
に
関
し
て

は
、
新
年
度
の
保
険
証
に
印
字

し
、
交
付
い
た
し
ま
す
。

　
そ
れ
以
降
手
続
き
さ
れ
た

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

怪悔

い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
、

組
合
の
税
金
申
告
学
習
会
へ
参

加
さ
れ
る
方
（
組
合
で
申
告
さ

れ
る
方
）
は
、
払
込
証
明
書
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
払
込
証
明
書
の
発
行
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
組
合
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
　

　
税
金
の
申
告
で
健
康
保
険
料

等
は
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
で
す
。

　
中
建
国
保
（
組
合
の
健
康
保

険
）
に
ご
加
入
の
方
で
、
払
込

証
明
書
が
必
要
な
方
は
、
組
合

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
払
込
証
明
書
を
発
行
し
、
組

合
員
本
人
の
ご
自
宅
へ
、
郵
送

い
た
し
ま
す
。

　
但
し
、
事
業
所
や
親
方
さ
ん

が
ま
と
め
て
引
落
し
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
事
業
所
ま
た
は
親

方
さ
ん
へ
郵
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
ご
連
絡
の
な
い
方
に

は
払
込
証
明
書
の
発
行
は
い
た

し
ま
せ
ん
。

　
払
込
証
明
書
は
到
着
ま
で
に

休
業
日
を
除
き
、
お
お
む
ね
一
～

二
日
か
か
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
余
裕
を
も
っ
て
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
話
に
よ
る
、

　
ご
回
答
は
、
個
人
情
報
保
護

　
の
た
め
、
差
し
控
え
さ
せ
て

場
合
は
印
字
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
新
年
度
の
保
険
証
は
手
書

き
で
の
加
筆
・

修
正
と
な
り
ま
す
。

　
各
手
続
き
に
は
、
中
建
国
保

の
保
険
証
・
申
請
用
紙
へ
の
記

入
・
そ
の
他
事
由
に
よ
る
添
付

書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
合
　
健
康
保
険
課
ま
で
ご
連

　
　
　
絡
く
だ
さ
い
。

　
い
し
ま
す
。

※
必
ず
、
中
建
国
保
の
組
合
員

　
で
あ
る
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

②
受
診
日
当
日
、
必
ず
窓
口

　
へ
「
健
康
保
険
証
」
を
提
示

　
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
か
ら
、
受
診
券
の
送

　
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

契
約
健
診
機
関
以

　
契
約
健
診
機
関
以
外外
でで
　
　
　
　
　
　

受
診
す
る
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
受
診
す
る
場
合
　

　
契
約
健
診
機
関
以
外
で
、
受

診
を
希
望
す
る
場
合
、
中
建
国

保
の
規
定
の
条
件
（
受
診
者
資

格
・
健
診
項
目
）
を
満
た
し
て

い
な
い
と
補
助
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
　

　
必
ず
、
健
診
を
受
け
る
前
に

組
合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
受

診
方
法
な
ど
を
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

１
．
人
間
ド
ッ
ク
補
助

【
補
助
対
象
者

【
補
助
対
象
者
】】

　
四
十
歳
以
上
の
組
合
員
と
扶

　
養
家
族
（
適
用
除
外
事
業
所

　
の
従
業
員
以
外
の
者
）

【
補
助
金
額

【
補
助
金
額
】】

　
三
万
円
以
上
の
健
診
（
人
間

ド
ッ
ク
等
）
を
受
診
（
※
基
本

健
診
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
が

ん
検
診
を
含
ん
だ
健
診
）
さ
れ

れ
ば
、
一
万
五
千
円
を
補
助
し

ま
す
。

【
注
意
事
項

【
注
意
事
項
】】

　
健
診
補
助
は
年
度
内
一
回
に

　
な
り
ま
す
。
組
合
の
集
団
健

　
康
診
断
を
受
診
さ
れ
る
と
人

　
間
ド
ッ
ク
補
助
を
受
け
ら
れ

　
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

　
い
。

※
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
る

　
場
合
は
、
組
合
の
集
団
健
康

　
診
断
を
受
診
す
る
前
に
必
ず

　
組
合
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

２
．
適
用
除
外
事
業
所
の
　

　
　
　
　
従
業
員
に
つ
い
て

　
適
用
除
外
事
業
所
※
1
の
従

業
員
は
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ

る
事
業
者
健
診
の
実
施
義
務
が

優
先
す
る
た
め
、
原
則
と
し
て

中
建
国
保
の
「
個
人
に
対
す
る

健
康
診
査
補
助
事
業
」
か
ら
除

外
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
建
国
保
は
、
特
定
健
診
の

結
果
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
協
力
費
と
し
て

上
限
九
千
二
百
五
十
円
を
支
払

い
ま
す
。

※
１
　
適
用
除
外
事
業
所
…

　
法
人
の
事
業
所
、
ま
た
は
五

　
人
以
上
の
従
業
員
が
い
る
個

　
人
事
業
所
で
、
健
保
適
用
除

　
外
手
続
き
を
し
て
い
る
事
業
所

事
業
所

【
注
意
事
項
】

　
食
事
は
、
前
日
の
午
後
九
時

健
康
診
断
受
付

健
康
診
断
受
付
中中

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
健
康
診
断
を
受
け
て
い
な
い
方

中
建
国
保
加
入
者
で
、

年に１度は健診を

　
ま
で
に
お
済
ま
せ
い
た
だ

　
き
、
当
日
、
健
診
終
了
ま
で

　
水
以
外
の
摂
取
は
お
や
め
く

　
だ
さ
い
。

　
牛
乳
・
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
・

健
康
保
険
料
等
払
込
証
明
書
の
発
送

お
申
込
は
、
お
早
め
に

　
清
涼
飲
料
水
・
ガ
ム
・
飴
な

　
ど
も
検
査
数
値
に
影
響
を
与

　
え
ま
す
。

　今月の組合費等の自動引

落日は3月1日（月）です。

　2月26日（金）までに、

預金残高をご確認くださ

い。尚、引落不

能の場合は、右

表のとおり翌月

に延滞金が加算

されます。

自動引落のお知らせ

１ヶ月    300円

2ヶ月    800円

3ヶ月 1,800円

　中建国保の健全

な運営のため、職種

の変更・組織変更

（個人から法人）・

転業・廃業等があり

ましたら、組合の健

康保険課へご連絡

ください。

中建国保からのお知らせ

健
康
保
険
証
変
更
手
続
き

二
月
十
日
ま
で
に
手
続
き
を

　
仕
事
中
の
ケ
ガ
、
仕
事
が
原

因
で
お
き
た
病
気
、
仕
事
の
行

き
帰
り
の
事
故
は
、
労
災
保
険

（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
）

で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
原
則

で
、
中
建
国
保
の
保
険
証
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
。

　
も
し
、
仕
事
中
に
ケ
ガ
な
ど

を
し
た
場
合
は
、
中
建
国
保
の

保
険
証
は
使
用
せ
ず
、
労
災
保

険
で
治
療
し
て
く
だ
さ
い
。

　
労
災
保
険
か
ら
給
付
を
受
け

ず
に
中
建
国
保
の
保
険
証
を
使

用
し
た
と
き
は
、
そ
の
医
療
費

は
全
額
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
労
災
保
険
に
、
ま
だ
加
入
し

て
い
な
い
組
合
員
は
必
ず
加
入

し
て
く
だ
さ
い
。

　
交
通
事
故
や
暴
力
行
為
を
受

け
た
場
合
は
、
た
だ
ち
に
組
合

ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
受

け
た
ケ
ガ
等
の
治
療
費
は
、
相

手
（
加
害
者
）
が
い
る
場
合
は

加
害
者
が
損
害
賠
償
の
負
担
を

す
べ
き
で
す
が
、
一
時
的
に
中

建
国
保
の
保
険
証
で
治
療
を
受

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
中
建

国
保
は
あ
く
ま
で
も
加
害
者
に

代
わ
っ
て
治
療
費
を
一
時
立
て

替
え
る
だ
け
で
、
後
で
中
建
国

保
が
加
害
者
に
請
求
し
ま
す
の

で
、
交
通
事
故
や
相
手
の
暴
力

行
為
に
よ
る
ケ
ガ
等
で
中
建
国

保
の
保
険
証
を
使
う
場
合
は
、

必
ず
組
合
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。
　
届
け
出
や
連
絡
が
な
い
と
き

に
は
、
国
民
健
康
保
険
法
の
保

険
給
付
制
限
規
定
に
よ
り
、
医

療
費
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ

い
て
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

※
届
け
出
に
必
要
な
も
の

　
・
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届

　
　
　
　
　
　
　
（
被
害
届
）

　
・
傷
病
原
因
調
査
報
告
書

　
・
事
故
発
生
状
況
報
告
書

　
・
念
書

　
・
同
意
書

　
・
誓
約
書

　
・
交
通
事
故
証
明
書

※
問
合
　
健
康
保
険
課
の
中
村

　
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

仕仕
事
中（
通
勤
途
中

事
中（
通
勤
途
中
もも
含含
む
）の

む
）の

ケ
ガ
や
病
気
の
場

ケ
ガ
や
病
気
の
場
合合

交
通
事
故
や
相
手

交
通
事
故
や
相
手
のの

暴
力
行
為
に
よ
る
ケ
ガ
の
場

暴
力
行
為
に
よ
る
ケ
ガ
の
場
合合

労
災
等
で
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証
のののののののののののののののののののの
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
にににににににににににににににににににに
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注

健
康
保
険
証
の
ご
使
用
に
ご
注
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意

 　◎日時　２月21日（日）
 　　　　　午前10時～

 　◎会場　全建愛知会館

　　※お電話でのご予約が必要です

　　　 ／ 050-3785-1684

　　　 ／0120-154-931

今月の新加入説明会

（イコーヨ クミアイ）

契約健診機関一覧表
予約受付時間電話番号所在地契約健診機関 名称

月～金曜日8:30～17:30

　  土曜日8:30～正　午
052-821-0090

名古屋市南区千竈通7-16-1名古屋セントラルクリニック

名古屋市中村区那古野1-47-1
国際センタービル10F

国際セントラルクリニック

名古屋市中村区名駅3-26-13
名古屋駅前S.I.Aビル12F

テルミナセントラルクリニック

愛知郡東郷町大字春木字白土1-1884和合セントラルクリニック

月曜日～金曜日
9:00～16:30052-741-9211名古屋市千種区今池1-8-4オリエンタル労働衛生協会

月～金曜日9:00～17:00
土曜日（第一土曜以外）9:00～13:000533-67-0101蒲郡市拾石町前浜40-10オリエンタル蒲郡健診センター

火曜日～土曜日
9:00～17:000566-75-7515安城市相生町14-14三河安城クリニック

月～金曜日9:00～11:30
担当　中村052-486-6875名古屋市中村区道下町2-26ライフ健康クリニック

月～金曜日8:30～17:00
　  土曜日8:30～11:300561-82-6194瀬戸市共栄通1-48瀬戸健康管理センター

月～金曜日8:30～17:00
   土曜日9:30～11:000120-489-545岡崎市竜美西1-9-1岡崎市医師会公衆衛生センター

月～金曜日9:00～17:00
       土曜日9:00～11:000564-24-2217岡崎市中岡崎町1-10宇野病院健診センター

月曜日～金曜日
9:00～17:00

0567-28-5151
（内線3111）津島市橘町3-73津島市民病院健康管理センター

月～金曜日9:00～17:30
       土曜日9:00～12:300569-27-7887半田市神田町1-1半田市医師会健康管理センター

月～金曜日10:00～17:00
      土曜日10:00～14:000565-57-3366豊田市駒新町金山1-12中野胃腸病院 健診センターなかの

月～金曜日8:30～17:30
       土曜日8:30～12:300532-61-3000豊橋市吾妻町137光生会病院 総合健診センター

火曜日～土曜日
8:30～16:00052-737-6500

名古屋市中区栄2-1-1
日土地名古屋ビル3F

エルズメディケア名古屋
（女性専用）

※受診希望日の2週間前までに、「契約健診施設」へ直接電話予約をしてください。

※エルズメディケア名古屋は、女性専用の健康診断施設になります。ご注意ください。



消
費
税
申
告
の
あ
る

消
費
税
申
告
の
あ
る
方方

　
平
成
十
九
年
の
売
上
が
一
千

万
円
を
超
え
た
方
は
、
平
成
二

十
一
年
度
分
は
消
費
税
の
確
定

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
　
組
合
で
は
、
所
得
税
の
確
定

申
告
の
み
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。

　
消
費
税
の
申
告
が
あ
る
方
に

関
し
て
は
、
記
帳
代
行
委
託
業

（
テ
ィ
グ
レ
名
古
屋
）
と
提
携

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
紹
介
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
　

　
テ
ィ
グ
レ
名
古
屋
へ
の
加
入

を
ご
希
望
の
方
は
、
組
合
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 二
月
十
五
日
ま
で
に

二
月
十
五
日
ま
で
に
　

必
ず
電
話
予
約

　
　
 必
ず
電
話
予
約
をを

　
税
金
申
告
学
習
会
を
全
建
愛

知
会
館
は
じ
め
、
各
地
で
開
催

し
ま
す
。

　
左
表
の
日
程
及
び
予
約
状
況

を
ご
確
認
の
う
え
、
ご
希
望
の

会
場
を
お
選
び
い
た
だ
き
、
二

月
十
五
日
（
月
）
ま
で
に
時
間

帯
を
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。
　
十
六
日
（
火
）
以
降
の
電
話

は
、
お
受
け
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お

申
込
く
だ
さ
い
。

　
予
約
状
況
に
よ
り
、
ご
希
望

の
日
時
に
予
約
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、
直
近
の
予
約
状
況
が
確
認

で
き
ま
す
）

　
当
日
の
進
捗
状
況
に
よ
り
、

お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な

申
告
に
必
要
な
物物

１
確
定
申
告
書

２
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

３
記
帳
簿

４
国
民
年
金
・
生
命
・
地
震
　

　
（
旧
長
期
損
害
）
保
険
・
小
規

　
模
企
業
共
済
等
の
払
込
証
明
書

５
医
療
費
の
領
収
書

６
国
民
健
康
保
険
給
付
及
び
補

　
助
金
支
給
額
通
知
書

７
源
泉
徴
収
票

　
（
本
人
･
配
偶
者
・
子
等
で
源
泉

　
徴
収
票
を
も
ら
っ
て
い
る
場
合

　
は
、
全
員
分
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

８
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
に
関

　
す
る
書
類

■
新
規

　
①
住
民
票

　
②
登
記
簿
謄
本
（
土
地
･
建
物
）

　
③
売
買
契
約
書
（
土
地
･
建
物
）

　
　
ま
た
は
工
事
請
負
契
約
書
の
写
し

　
④
住
宅
取
得
に
係
る
借
入
金

　
　
残
高
証
明
書

■
二
年
目
以
降

　
①
住
宅
取
得
に
係
る
借
入
金

　
　
残
高
証
明
書

　
②
税
務
署
の
住
宅
取
得
控
除

　
　
証
明
書

※
４
～
８
は
必
要
な
方
の
み
で
す

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
改

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
改
正正

　
新
築
、
購
入
、
増
改
築
等
を

し
、
入
居
さ
れ
た
方
は
い
ず
れ

か
選
択
し
て
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

①
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

　
十
年
間
は
年
末
借
入
金
残
高

　
の
一
％
（
最
高
五
十
万
円
）
　

　
最
大
五
百
万
円
を
控
除
で
き

　
ま
す
。

②
認
定
長
期
優
良
住
宅
の
新
築

　
等
に
係
る
住
宅
借
入
金
等
特

　
別
控
除
の
特
例

　
十
年
間
は
年
末
借
入
金
残
高

　
の
一
．
二
％
（
最
高
六
十
万

　
円
）
最
大
六
百
万
円
を
控
除

　
で
き
ま
す
。

特
定
増
改
築
等
住
宅
借
入
金

特
定
増
改
築
等
住
宅
借
入
金
等等

特
別
控
除
の
五
年
延

　
　
　
特
別
控
除
の
五
年
延
長長

　
平
成
二
十
五
年
十
二
月
三
十

一
 日
ま
で
一
定
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
工
事
又
は
省
エ
ネ
改

修
工
事
が
、
三
十
万
円
以
上
を

含
む
増
改
築
等
工
事
を
行
い
入

居
さ
れ
た
方
は
五
年
間
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
増
改
築
等
工
事
費
用
の
借
入

残
高
一
千
万
円
ま
で
控
除
率
一

％
、
う
ち
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

工
事
費
用
二
百
万
円
ま
で
は
控

除
率
二
％
（
最
高
計
十
二
万
円
）

と
な
り
ま
す
。

住
宅
耐
震
改
修
特
別
控
除
の
改

住
宅
耐
震
改
修
特
別
控
除
の
改
正正

　
平
成
二
十
五
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
に
地
方
公
共
団
体
が

作
成
し
た
、
一
定
の
計
画
の
区

域
内
に
お
い
て
、
昭
和
五
十
六

年
五
月
三
十
一
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
居
住
用
家
屋
の
耐
震
改

修
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
①
費

用
と
②
耐
震
工
事
の
標
準
的
費

揮
机

寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄

揮 机寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄

揮
机

寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄

揮 机寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄

記帳が不慣れな方は「所得とりまとめ帳」から！
・月額集計で事務負担が軽減。

・建設業に即した勘定科目設定。

・不動産申告に対応。
<問合>税金対策部までご連絡ください。

「節税」は記帳
から生まれる　今年、独立した方や、今年から自分で帳面を記入し始め、

税金申告が不安な方は、組合で税金申告学習会に参加す
る方のために、「所得とりまとめ帳」をご用意しています。

「所得とりまとめ帳」を記入しましょう。
※記入の仕方は、白色記帳講習会・税金学習デー又は、電話連絡後、直接組合にお越しください。

用
の
額
の
少
な
い
金
額
の
十
％

相
当
額
（
最
高
二
十
万
円
）
を

控
除
で
き
ま
す
。

住
宅
特
定
改
修
特
別
税
額
控
除
の
創

住
宅
特
定
改
修
特
別
税
額
控
除
の
創
設設

　
一
定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
又
は

省
エ
ネ
改
修
工
事
を
し
て
、
平

成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平

成
二
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
に
入
居
さ
れ
た
特
定
居
住

者
な
ど
の
方
は
、
一
定
の
要
件

の
下
で
、「
工
事
に
要
し
た
費
用

の
額
」
と
そ
の
改
修
工
事
等
の

「
標
準
的
な
費
用
の
額
」
の
い

ず
れ
か
少
な
い
方
の
金
額
（
二

百
万
円
限
度
）（
太
陽
光
発
電
設

備
設
置
工
事
を
含
む
一
般
断
熱

改
修
工
事
等
の
場
合
は
三
百
万

円
限
度
）
の
十
％
に
相
当
す
る

金
額
（
最
高
二
十
万
円
、
太
陽

光
発
電
工
事
最
高
三
十
万
円
）

認
定
長
期
優
良
住
宅
新
築

認
定
長
期
優
良
住
宅
新
築
等等

特
別
税
額
控
除
の
創

　
　
特
別
税
額
控
除
の
創
設設

　
認
定
長
期
優
良
住
宅
の
新
築

等
を
し
て
、
平
成
二
十
一
年
六

月
四
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
に
入
居
さ

れ
た
方
は
、
一
定
の
要
件
の
下

で
、
そ
の
認
定
長
期
優
良
住
宅

に
つ
い
て
講
じ
ら
れ
た
構
造
及

び
設
備
に
係
る
「
標
準
的
な
費

用
の
額
」
（
一
千
 万
円
限
度
）

の
十
％
に
相
当
す
る
金
額
（
最

高
百
万
円
）
を
控
除
で
き
ま
す
。

個
人
住
民
税
に
お
け
る

個
人
住
民
税
に
お
け
る
　
　
　
　

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
創

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
創
設設

※
平
成
二
十
一
年
か
ら
平
成
二

　
十
五
年
の
所
得
税
に
つ
い

　
て
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

　
除
を
所
得
税
か
ら
控
除
し
き

　
れ
な
い
額
を
個
人
住
民
税
か

　
ら
控
除
す
る
制
度
が
創
設
さ

　
れ
ま
し
た
。

※
そ
の
年
分
の
所
得
税
の
課
税

　
総
所
得
金
額
等
の
五
%
（
最

　
高
九
・
七
五
万
円
）
が
限
度
。

※
適
用
を
受
け
る
特
別
控
除
・

　
特
別
税
額
控
除
に
よ
り
、
必

　
要
な
証
明
書
が
異
な
り
ま
す

　
の
で
、
詳
し
く
は
税
務
署
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
申
告

　
学
習
会
前
に
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

申
告
書
は
自
分
で
提

申
告
書
は
自
分
で
提
出出

　
申
告
書
は
、
パ
ソ
コ
ン
で
印

字
し
ま
す
の
で
、
何
も
記
入
せ

ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
書
の
提
出
は
、
組

合
員
各
自
で
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
切
手
を
貼
っ
て
ポ
ス
ト
へ

投
函
し
て
い
た
だ
く
か
、
直
接

税
務
署
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
は

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
……

　
学
習
会
当
日
は
、
一
人
あ
た

り
約
三
十
分
と
時
間
が
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
　

　
帳
面
の
つ
け
方
や
仕
訳
の
仕

方
な
ど
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
は

事
前
に
組
合
等
へ
お
尋
ね
い
た

だ
き
、
解
決
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。
ご
相
談
は
、
お
気
軽
に

組
合
ま
で
。

組
合
加
入
も
同
時
受

組
合
加
入
も
同
時
受
付付

　
税
金
申
告
に
お
困
り
の
組
合

未
加
入
の
職
人
さ
ん
を
ご
紹
介

く
だ
さ
い
。

　
組
合
加
入
手
続
き
後
、
申
告

学
習
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

ま
す
。
こ
の
場
合
も
、
予
約
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

年
会
費
は
自
動
引

年
会
費
は
自
動
引
落落

　
年
会
費
（
七
千
円
）
は
、
皆

さ
ん
の
組
合
費
等
の
引
落
口
座

よ
り
四
月
二
十
七
日
（
火
）
に

自
動
引
落
い
た
し
ま
す
。

　
引
落
が
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
翌
月
以
降
引
落
完
了
ま
で

請
求
を
か
け
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

今
す
ぐ
電
話
予
約

今
す
ぐ
電
話
予
約
をを

税
金
申
告
学
習
会
開

税
金
申
告
学
習
会
開
催催

税金対策部

2/15まで受付！

予約状況受付時間会場曜日月

○10：00～19：30全建愛知会館火2

2

△10：00～19：30※春日井（知多）公民館水3

○10：00～19：30全建愛知会館木4

○10：00～19：30全建愛知会館金5

×10：00～16：00※春日井（知多）公民館日7

○10：00～19：30全建愛知会館火9

○10：00～15：30全建愛知会館水10

△10：00～16：00※小牧（中部）公民館祝11

△13：30～19：30アイプラザ豊橋（勤労福祉会館）金12

△10：00～16：00稲沢市勤労福祉会館日14

○10：00～19：30全建愛知会館火16

○10：00～19：30全建愛知会館水17

△10：00～19：30西尾市文化会館木18

○10：00～19：30全建愛知会館金19

×10：00～16：00アイプラザ津島（勤労福祉会館）日21

○10：00～16：00全建愛知会館火23

△10：00～19：30全建愛知会館水24

△10：00～19：30安城市総合福祉センター木25

×10：00～16：00アイプラザ一宮（勤労福祉会館）日28

○10：00～19：30全建愛知会館火2

3 ○10：00～19：30全建愛知会館水3

○10：00～19：30全建愛知会館木4

2010年税金申告学習会日程 （1月22日現在）

※春日井・小牧会場は、昨年の会場と異なります。ご注意ください。
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こ
の
手
続
き
は
、
新
築
住
宅

を
引
き
渡
し
た
建
設
業
者
に
よ

っ
て
、
瑕
疵
担
保
責
任
の
資
力

確
保
措
置
と
し
て
、
保
証
金
の

供
託
や
こ
れ
に
代
わ
る
住
宅
瑕

疵
担
保
責
任
保
険
契
約
の
締
結

が
確
実
、
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る

か
、
許
可
行
政
庁
に
お
い
て
把
握

し
、
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
「
特
定
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任

の
履
行
の
確
保
等
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
、
新
築
住
宅
を

引
き
渡
し
た
事
業
者
は
、

　
毎
年
三
月
三
十
一
日
お
よ
び

九
月
三
十
日
の
基
準
日
ご
と
に

届
出
手
続
を
行
う
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

【
注
意
】

活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟

　
中
建
国
保
で
は
、
震
災
・
風

水
害
・
落
雷
・
火
災
等
の
災
害

に
よ
り
、
組
合
員
の
自
宅
等
が

被
害
を
受
け
、
生
活
が
著
し
く

困
難
に
な
っ
た
時
、
三
ヶ
月
分

の
範
囲
内
で
健
康
保
険
料
を
減

免
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
減
免
さ
れ
る
額
は
、
災
害
の

被
害
状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
　
被
害
区
分
に
よ
る
減
免
額
の

取
り
扱
い
は
、
下
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
健
康
保
険
料
の
減
免
を
受
け

る
と
き
は
、

①
保
険
料
徴
収
減
免
申
請
書

②
減
免
の
理
由
を
証
明
す
る
書
類

　
（
消
防
署
、
地
方
自
治
体
な
ど

　
公
的
機
関
の
証
明
書
）
を
添

付
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、
組
合
で
は
組
合
共

済
よ
り
住
宅
災
害
見
舞
金
の
支

給
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
保

険
課
の
中
村
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

減免額被害区分

保険料３ヵ月分
全焼または

全壊及び全部冠水

保険料２ヵ月分
半焼または半壊、

床上1ｍ以上の冠水

保険料１ヵ月分床上１ｍ未満の冠水

被害区分による減免額

災
害
時
に
よ
る
保
険
料
減
免
制
度

も
し
も
の
時
も
、
ご
安
心
く
だ
さ
い

中建国保

　
「
一
斉
積
立
ぜ
ん
け
ん
あ
い

ち
」
の
積
立
金
額
は
、
月
々
二

千
円
で
す
。

　
組
合
費
等
と
合
わ
せ
て
毎
月

二
十
七
日
に
自
動
引
落
と
な

り
、
元
金
十
二
万
円
（
五
年
間

／
六
十
ヶ
月
）
に
達
し
た
時
に
、

自
己
判
断
に
よ
り
、
随
時
積
立

を
停
止
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
　
ま
た
、
積
立
停
止
後
の
再
開

及
び
十
二
万
円
超
過
分
の
引
き

出
し
に
つ
い
て
も
可
能
で
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
、
お
申
し

付
け
く
だ
さ
い
。

　
「
一
斉
積
立
の
一
部
解
約
・
再

開
（
継
続
）
・
停
止
依
頼
書
」

を
送
付
い
た
し
ま
す
。

　
十
二
万
円
に
達
し
な
い
方

に
つ
い
て
は
、
引
き
出
し
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
一
斉
積
立
の
停
止
や
再
開

の
都
度
、
引
落
明
細
書
は
発

行
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
引
落

金
額
に
ご
注
意
の
上
、
毎
年

三
月
中
旬
に
お
送
り
し
た
、

自
動
引
落
の
お
知
ら
せ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　　
一
斉
積
立
引
落
に
つ
き
ま
し

て
は
、
組
合
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

活
渇

潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟

・
住
宅
瑕
疵
担
保
履
行
法
に
基

　
づ
く
資
力
確
保
措
置
は
、
保

　
険
へ
の
加
入
や
保
証
金
の
供

　
託
だ
け
で
は
終
わ
り
ま
せ
ん
。

・
〇
九
年
十
月
一
日
～
一
〇
年

　
三
月
三
十
一
日
に
引
き
渡
し

　
た
新
築
住
宅
が
一
件
も
な
い

　
場
合
は
、
今
回
の
基
準
日
に

　
お
け
る
届
出
の
必
用
は
あ
り

　
ま
せ
ん
が
、
仮
に
一
件
で
も

　
引
き
渡
し
が
あ
れ
ば
、
そ
の

　
一
件
の
瑕
疵
担
保
責
任
が
続

　
く
十
年
間
は
、
そ
の
間
に
一

　
件
も
引
き
渡
し
が
な
く
て
も
、

　
届
出
を
出
し
続
け
な
く
て
は

　
な
り
ま
せ
ん
。

・
期
間
内
に
届
出
を
し
な
い
場

　
合
や
資
力
確
保
措
置
を
講
じ

　
て
い
な
い
場
合
は
、
監
督
処

　
分
や
罰
則
が
適
用
さ
れ
る

　
こ
と
と
な
り
ま
す
。

民主党 衆議院議員／組合推薦 シリーズ／パート①
第3区／名古屋市昭和区・天白区・緑区

 近藤 　 昭一 
こんどう しょういち 新しい年がスタートしました。

昨年8月の総選挙の結果、長年の目標であった「政権
交代」を実現することができました。また私も、皆様のご支援で5期
目の当選を果たすことができ、国会では「総務委員長」として、地方
自治、公務員制度、情報通信、郵政問題等についての論議の場をまか
されています。
　ご期待に応えられるよう、精一杯頑張って参りたいと心を新にして
おります。
　私が、政治家を志したのは17年前です。9年間勤めた中日新聞社を
辞し、新党さきがけを経て民主党の結党に加わり「日の当たらないと
ころにしっかりと日を当てる」をモットーに無我夢中で進んで参りま
した。
　政権与党となった今、ある意味で「やっとここまで来た」という思
いです。しかし、これからが正念場であり、新たな挑戦の始まりです。
　ところで、誰にでも「原風景」のようなものがあるのではないでし
ょうか。
　私にとっての「原風景」の1つに、子供の頃よく海水浴に出かけた、
母の実家「内海」の風景があります。受験生時代や大学生時代、悩み
事や、考え事がある時には時々訪ねてみましたが、幼い時の懐かしい
記憶や、美しい自然がよみがえり心を和ませてくれ、元気を与えてく
れました。
　政治の世界に入ってからの私にとっては、その時の思い出や記憶を
作ってくれた自然を大事にしたいという気持ちが、活動の原点にもな
っています。これから日本は、厳しい経済情勢と少子高齢化という非
常に大きな課題を抱えた時代
に突入していきます。
　でも、そんな時代だからこ
そ、1人ひとりの人を支える
「原風景」を守っていきたい
と考えています。
　皆様と手を取り合いながら
「働くものが報われる」社会
構築のため、今年も共に頑張
ります。
【近藤昭一衆議院議員　記】

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
応
援
を
す
る
　

　
　
　
　
　
　
　
近
藤
昭
一
議
員
  

皆さん、こんにちは。
私、衆議院議員 近藤昭一です

随
時
積
立
を
停
止
で
き
ま
す

積
立
額
十
二
万
円
到
達
の
方
は
、

引落のご案内
一 斉 積 立

　
全
建
総
連
は
、
二
〇
一
〇
年

十
一
月
に
結
成
五
十
周
年
を
迎

え
ま
す
。
　

　
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

公
募
論
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
研
究
者
の
方
々
は
も
と
よ

り
、
組
合
員
・
家
族
の
皆
さ
ん
、

ま
た
、
広
く
一
般
の
方
に
も
募

集
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◎
テ
ー
マ

　
基
本
テ
ー
マ
「
明
日
の
建
設
産
業
」

　
論
文
の
執
筆
対
象
と
な
る
ジ
ャ
ン
ル

　
①
「
住
宅
・
建
設
産
業
」
の

　
　
　
軌
跡
と
今
後
の
展
望

　
②
「
建
設
労
働
」
の
軌
跡
と

　
　
　
今
後
の
展
望

　
③
「
建
設
労
働
組
合
」
の
軌

　
　
　
跡
と
今
後
の
展
望

　
※
①
～
③
な
ど
。
複
数
（
例

　
　
…
②
と
③
）
も
可

◎
応
募
資
格
　
個
人
（
個
人
に

　
　
よ
る
共
同
の
執
筆
も
可
）

◎
応
募
受
付
と
論
文
の
〆
切

　
・
受
付
開
始
　

　
　
二
〇
〇
九
年
十
月
一
日

　
・
応
募
（
エ
ン
ト
リ
ー
）

〆
切

　
　
二
〇
一
〇
年
二
月
二
十
八
日

　
・
論
文
提
出
〆
切

　
　
二
〇
一
〇
年
六
月
三
十
日

◎
応
募
論
文
　
論
文
文
字
数

　
　
二
〇
〇
〇
〇
字
～
二
八
〇
〇
〇
字

◎
懸
賞
金
　
入
賞

　
①
最
優
秀
賞

　
五
十
万
円
／
一
本

　
②
優
秀
賞
　
二
十
万
円
／
二
本

　
※
選
考
対
象
と
な
っ
た
入
賞
以

　
　
外
の
論
文
提
出
者
に
は
、
一

　
　
万
円
相
当
の
記
念
品
を
贈
呈

◎
発
表
・
表
彰

　
　
発
表
…
審
査
委
員
会
で
選

　
考
の
上
、
二
〇
一
〇
年
十
月

　
上
旬
に
、
機
関
紙
「
全
建
総

　
連
」
と
全
建
総
連
Ｈ
Ｐ
上
で

　
発
表
。
ま
た
、
最
優
秀
賞
、

　
優
秀
賞
の
三
論
文
に
つ
い

　
て
は
、

冊
子
を
発
行
し
ま
す
。

　
表
彰
…
最
優
秀
賞
一
人
、
優

　
秀
賞
二
人
の
三
人
の
方
々
を

　
「
全
建
総
連
結
成
五
十
周
年

　
記
念
祝
賀
会
」（
二
〇
一
〇
年

　
十
一
月
四
日
）

で
表
彰
し
ま
す
。

◎
問
合
　
全
建
総
連
「
五
十
周

　
年
記
念
事
業
」
公
募
論
文
担

　
当
（
森
・
勝
野
）
ま
で
。

　
℡
０
３
―
3
2
0
0
―
6
2
2
1
 

　
胃
0
3
―
3
2
0
9
―
0
5
3
8

※
募
集
の
詳
細
（
募
集
要
項
）

　
は
、
Ｈ
Ｐ
で
も
ご
覧
ん
い
た

　
だ
け
ま
す
。

基
準
日
に
お
け
る
届
出
手

基
準
日
に
お
け
る
届
出
手
続続

住
宅
瑕
疵
担
保
履
行

住
宅
瑕
疵
担
保
履
行
法法

蓋
街

崖
崖
崖
崖
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崖
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崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖

住宅瑕疵担保履行法の流れ

免許を受けた宅地建物取引業者または許可を受けた建設業者である

蓋 街崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

蓋
街

崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖

蓋 街崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

平成21年10月1日以降に新築住宅を引き渡している

引き渡した相手が宅地建物取引業者以外である

↓

↓

住宅瑕疵担保履行法による資力確保措置

ＹＥＳ

ＹＥＳ

ＹＥＳ

↓
ＮＯ

届出手続は
必要ありません

↓（保険への加入または保証金の供託）が必要です

届出手続が必要です

スタ
ート

届出書類　①届出書（住宅瑕疵担保履行法施行規則に定める第1号様式）

　　　　　②引き渡し物件の一覧表（同施行規則に定める第1号の2様式）

　　　　　③供託書の写し（新たに保証金を供託した場合）

　　　　　　　④保険法人が発行する保険契約を証する書面（新たに保険契約をした場合）

届出時期　基準日から3週間以内（4月21日と10月21日）

　　　　　行政機関の休日にあたるときはその翌日

届  出  先　許可を受けている行政庁（国交省地方整備局等、都道府県）

届出方法　郵送または窓口提出

注　　意　請負契約の他、宅地建物取引業者として売買契約

　　　　　 により新築住宅の引き渡しを行った場合は、別

　　　　途、免許行政庁に対して売買契約により引き渡し

　　　　　た新築住宅分についての届出が必要になります。

h
ttp
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w
w
.zen

ken
so
ren
.

o
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/

公
募
論
文
を
募
集
し
て
い
ま
す

結
成
五
十
周
年
記
念
事
業

全建総連



　１月17日（日）、新春初詣レクが参加
者60名によって行われました。
　バスは、小川名古屋市議会議員の見送
りにより出発。昨年は伊勢神宮、今年は
京都伏見稲荷大社の初詣です。
　「伏見稲荷さんは、何回も来ているが、
初詣は初めてのため、参加しました」と
の声が多く聞かれる中、大社に到着しま
した。すぐに目にしたものは、狛犬でな
く狛狐だ。そもそも稲荷という名称は「稲生（いねなり）」に基づい
ているとされ、農業の神であったといわれ「稲荷」と「狐」は結びつ
かない。何か理由があるはずと会話が弾む中、参拝も終了です。
　「皆さん何をお願いされただろう」御神蹟参拝途中、「おもかる石」

に立ち寄り願いをかけ、石を持ち上げる。
　軽く感じた時は、願いが叶うとのこと
で、再びお願いをしました。
　商売繁盛・健康・宝クジがあたります様
にと、いろいろな人、はたして願いは？
　帰りは、清水寺に立ち寄り自由散策。時
間はタップリ、各自思い思いの買い物を済
ませ予定どおり無事守山に到着しました。
　　　　　　　　　　　　【横山　貢　記】
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守山支部／京都伏見稲荷 新春初詣 １月17日

皆さん、何をお願いしたのかな

稲荷大社の神の使い狛狐

ハイ　チーズ

　一宮支部恒例の忘年会が、12
月20日（日）市内の料理屋「江
美」で行われました。
　今年も来賓に高橋正子愛知県
議会議員、末松光生・細谷正希・
西脇保廣一宮市会議員、星野俊次
稲沢市会議員、そして、中支部よ
り4名、木曽川支部より2名も参
加され、組合員とその家族総勢
59名で賑やかに行われました。
　伊藤支部長の挨拶の後、各来賓の方から一言ずつ挨拶をいただき、
木村副支部長の乾杯の音頭で会が始まりました。
　例年ですとカラオケタイムとなるのですが、今年は趣向をこらし、

地元一宮で活動をしている津軽三味
線の演奏グループ「恋糸（れんし）」
に演奏をお願いしました。皆さん演奏
が始まると、津軽三味線独特の力強い
音色に聞き入っていました。
　最後に、上田青年部長の音頭で、こ
の不況を吹き飛ばせと、アントニオ猪
木の「１・２・３・ダァーッ」で今年
の忘年会を終わりました。
　　　　　　　　　【石原一通信員】
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一宮支部／忘年会 12月20日

乾
杯

不況を吹き飛ばせ

たいへん盛り上がっています

　11月29日（日）～30日（月）と
千種・東支部恒例、秋の1泊旅行
に出かけました。
　古川元久衆議院秘書の方のお
見送りをいただき、いざ出発！
　まず、金沢の東茶屋の中でも、
国指定重要文化財「志摩」を訪ね、
大店（おおだな）衆が粋に遊ぶ茶
屋文化に触れ、凛とした美しさ
や、艶やかさを感じてきました。
また、千里浜なぎさドライブウェイを走り、沢山打ち上げられた「越
前くらげ」は異様な雰囲気でした。
　和倉温泉では、アコヤ貝をはめ込んだイルミネーションの可愛いお
風呂でゆったりしてきました。温泉は飲むことができ、胃や美容に良
く、うがいをすれば喉にも良いそうです。
　夕食にはアワビの踊り焼き、ズワイ蟹が出てとても美味しかったで

す。翌日、輪島の朝市では、「お姉ち
ゃん、こうてって、まけとくよ！あれ
もこれも付けて1,000円、1,000
円！」と呼びかけられて、つい、フグ
の干物を買ってしまいました。
　みんな沢山のお土産を手にしなが
ら、予定通り無事名古屋へ到着。お疲
れ様でした。　　　　【丹羽康子　記】
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 アワビ・ズワイ蟹大満足
千種・東支部／和倉温泉親睦旅行 11月29日～30日

美
味
し
い
ア
ワ
ビ
と
ズ
ワ
イ
蟹

み
ん
な
で
大
合
唱

　
十
一
月
二
十
九
日
（
日
）
不

景
気
風
も
な
ん
の
そ
の
、
満

席
の
観
光
バ
ス
二
台
、
高
速

道
路
を
乗
り
継
い
で
、
恵
那

山
ト
ン
ネ
ル
を
潜
り
抜
け
、

飯
田
の
三
和
観
光
農
園
へ
向

か
い
ま
し
た
。

　
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
に
挑
戦

し
、
詰
め
放
題
の
リ
ン
ゴ
に

挑
み
ま
し
た
。

　
災
禍
転
福
、
貧
乏
神
神
社

で
は
、
棒
で
叩
い
て
蹴
と
ば

し
て
、
豆
を
投
げ
つ
け
鬼
は

外
。
貧
乏
神
は
知
ら
ん
顔
、
心

傷
め
て
手
を
合
わ
せ
ま
し

た
。　

本
日
の
メ
イ
ン
の
バ
イ

キ
ン
グ
、
ホ
テ
ル
伊
那
華

で
食
べ
放
題
で
す
。

　
飲
み
放
題
は
我
慢
し

て
、
目
の
色
変
え
て
取
り

合
う
は
、
長
野
で
食
べ
る

越
前
蟹
。

　
昼
神
露
天
も
堪
能
し
、

水
ひ
き
美
術
に
魅
せ
ら
れ

て
、
職
人
芸
人
大
笑
い
。

　
カ
ラ
オ
ケ
を
期
待
し
帰

途
に
。
残
念
、テ
レ
ビ
は
ヤ

ッ
タ
ー
マ
ン
。
安
全
運
転
ご

苦
労
さ
ん
、い
つ
も
の
ご
指

名
ガ
イ
ド
さ
ん
、
石
島
支
部

長
し
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
ち
ょ
っ
と
遅
め
の
紅
葉
狩

り
と
、
楽
し
い
日
帰
り
バ
ス

旅
行
。
次
回
は
何
処
へ
行
く

の
か
な
、
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
役
員
さ
ん
、
今
日
は
お
疲

れ
様
で
し
た
。

　
　
　
　
　
【
石
井
孝
　
記
】
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貧
乏
神

アップルパイ作りに挑戦

海
部
支
部
／
昼
神
温
泉
＆
バ
イ
キ
ン
グ
の
旅

美
味
し
い
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
完
成

11月29日

　
十
一
月
二
十
九
日
（
日
）

東
海
支
部
恒
例
の
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
が
、
半
田
市
グ

ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
十
時
、
清
水
一
洋

さ
ん
の
始
球
式
よ
り
ゲ
ー

ム
が
ス
タ
ー
ト
。

　
総
勢
六
十
九
人
（
内

高
校
生
以
下
二
十
五

人
）の
熱
い
戦
い
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
自
分
の
体
重
よ
り
も

重
い
ボ
ー
ル
を
投
げ
る

子
供
た
ち
。
準
備
運
動

を
し
て
望
む
中
高
年
の

方
々
。
自
信
満
々
で
プ

レ
ー
す
る
若
者
た
ち
。

　
と
て
も
和
や
か
な
雰

囲
気
で
時
間
が
流
れ
ま

し
た
。

　
ゲ
ー
ム
終
了
後
は
、
お

弁
当
と
表
彰
式
で
す
。

　
我
が
支
部
で
は
、
全
員

も
れ
な
く
景
品
が
あ
り
ま

す
。
　
順
位
よ
り
も
景
品
の
中

身
が
何
だ
ろ
う
と
、
と
て

も
楽
し
み
な
様
子
。
大
変

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
　

　
今
回
の
一
位
は
、
沢
田

春
菜
さ
ん
。
二
位
は
、
鈴
木

勝
典
さ
ん
。
三
位
は
、
清
水

泰
博
さ
ん
で
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
　
皆
さ
ん
、
来
年
も
楽
し

も
う
。
役
員
さ
ん
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
【
永
柳
茂
通
信
員
】
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さ
ぁ
ー
い
く
ぞ

ゴロゴロゴロゴロ

東
海
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

や
っ
た
、
ス
ト
ラ
イ
ー
ク

11月29日

　
一
月
十
日
（
日
）
、
港
支
部

新
年
会
を
七
十
九
名
の
出
席

者
の
も
と
、
か
に
本
家
金
山
店

で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
出
席
者
は
、
昨
年
よ
り
は
少

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
み
ん
な

楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
と
美
味

し
い
蟹
を
じ
っ
く
り
味
わ
い

ま
し
た
。

　
私
は
、
か
に
本
家
で
の
新
年

会
は
四
回
目
で
す
。

　
今
回
は
職
場
の
人
た
ち
が

大
勢
出
席
し
、
よ
り
楽
し
く
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
昨
年
よ
り
役
員
と

し
て
か
か
わ
り
、
今
ま
で
知
ら

な
か
っ
た
組
合
活
動
・
支
部
レ

ク
な
ど
で
き
る
限
り
、
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
、
役
員
と
し
て
は

知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
お

手
伝
い
で
き
て
ま
せ
ん
が
、
こ

の
様
な
催
し
物
に
参
加
す
る

こ
と
に
よ
り
、
色
ん
な
方
た
ち

と
久
々
に
お
会
い
す
る
こ
と

は
、
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で

す
。
　
役
員
の
方
た
ち
、
と
て
も
仲

良
く
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
港
支
部
組
合
員
の
み
な
さ

ん
、
一
度
気
軽
に
参
加
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
【
竹
内
ふ
じ
江
　
記
】

★

★

★

★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

皆
さ
ん
モ
ク
モ
ク
と
食
べ
て
い
ま
す

港
支
部
／
新
年
会

楽
し
い
会
話
と
蟹
を
堪
能

１月10日
楽しい会話も弾んでいます



顕

原

鹸

厳
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元
元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元

老後の保障は全国建設技能者国民年金基金で

お問い合わせは、共済担当　三好まで

国民年金の上乗せ制度「全建総連の国民年金基金」に加入しよう
メリット１.　掛金が安く設定されています。税金面で実質さらに有利。

メリット3.　受取保証があり、掛け捨てにならない公的な年金で安心。

メリット2.　掛金の全額が社会保険料控除となり、税金も軽減できるお得な年金。
受け取る年金にも税金の優遇措置（公的年金等控除）

　
愛
知
県
板
金
技
能
専
門
校
で

は
、
板
金
の
専
門
教
育
機
関
と

し
て
、
板
金
業
で
働
く
人
々
の

技
能
の
養
成
・
若
者
の
能
力
の

開
発
向
上
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
　
全
建
愛
知
も
専
門
校
と
と
も

に
技
能
向
上
に
努
め
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
入
校
く

だ
さ
い
。

■
訓
練
内
容
　

　
幅
広
い
建
築
板
金
技
能
の
実

　
技
実
習
及
び
関
連
教
科
等
の

　
知
識
の
習
得
。

■
入
校
資
格

　
中
学
卒
業
以
上
の
方
で
、
板

　
金
業
を
志
す
方
。（
年
齢
不

　
問
・
板
金
事
業
所
雇
用
者
）

■
実
施
場
所
　

　
学
科
／
愛
知
県
職
業
訓
練
会
館

　
　
　
　
名
古
屋
市
西
区
浅
間
 二
丁
目

　
実
技
／
愛
知
県
立
名
古
屋
高

　
　
　
　
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　
名
古
屋
市
北
区
安
井
二
丁
目

■
教
習
時
間

　
夜
間
／
午
後
六
時
～
午
後
九
時

　
毎
月
九
回
程
度
（
火
・
水
・
木
）

　
昼
間
／
午
前
九
時
～
午
後
五
時

　
毎
月
一
回
／
（
土
）

■
募
集
人
数
　
二
十
名

■
申
込
・
問
合
／

　
愛
知
県
板
金
総
合
職
業
訓
練
協
会

　
愛
知
県
板
金
技
能
専
門
校
　

　
名
古
屋
市
西
区
浅
間
二
―
十
―
四

　
℡
０
５
２
―
５
３
２
―
０
２
６
2

板
金
技
能
職
業
訓
練
生
募
集

君
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
し
ま
す

2010年

一
級
建
築
士
講
座

◎
一
級
学
科
総
合
対
策
講
座

　
五
十
六
回
／
計
画
九
回
・

　
設
備
環
境
九
回
・
法
規
十

　
一
回
・
構
造
十
六
回
・
施

　
工
十
一
回

■
講
座
期
間
　

　
　
二
月
中
旬
～
七
月
下
旬

■
受
講
料
・
定
員

　
　
十
二
万
八
千
円
・
十
五

一
級
・
二
級
建
築
士
受
験
講
座

資
格
は
貴
方
の
味
方
で
す

技術対策部

名◎
一
級
学
科
教
科
選
択
コ
ー
ス

■
講
座
期
間
　

　
　
二
月
中
旬
～
七
月
下
旬

■
受
講
料

　
　
六
万
五
千
円

◎
一
級
製
図
実
践
コ
ー
ス

　
二
十
回
／
製
図
基
礎
五
回
・

　
製
図
実
践
演
習
十
五
回

■
講
座
期
間
　

　
　
八
月
中
旬
～
十
月
上
旬

■
受
講
料
・
定
員

　
　
八
万
円
・
十
五
名

二
級
建
築
士
講
座

◎
二
級
学
科
総
合
対
策
講
座

　
四
十
八
回
／
計
画
十
回
・
法

　
規
十
二
回
・
力
学
九
回
・
一

　
般
構
造
七
回
・
施
工
十
回

■
講
座
期
間
　

　
　
二
月
中
旬
～
七
月
上
旬

■
受
講
料
・
定
員

　
　
九
万
八
千
円
・
二
十
名
　

◎
二
級
学
科
教
科
選
択
コ
ー
ス

■
講
座
期
間
　

　
　
二
月
中
旬
～
七
月
下
旬

■
受
講
料

　
　
五
万
円

◎
二
級
製
図
短
期
実
践
コ
ー
ス

■
講
座
期
間
　

　
　
七
月
中
旬
～
九
月
下
旬

■
受
講
料
・
定
員

　
　
六
万
円
・
二
十
名

◎
二
級
製
図
リ
ベ
ン
ジ
コ
ー
ス

■
講
座
期
間
　

　
　
六
月
中
旬
～
九
月
下
旬

■
受
講
料
・
定
員

　
　
八
万
円
・
十
五
名

※
会
場
　
全
て
の
講
座
は
、
愛

　
知
建
築
で
行
い
ま
す
。

※
申
込
・
問
合
　
技
術
対
策
部

　
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

襖 鴬横横横

　
住
宅
対
策
部
で
は
、
消
費
者

の
長
期
優
良
住
宅
へ
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
事
業
者
へ
向
け
、

主
に
組
合
員
の
大
工
・
工
務
店

を
対
象
に
「
長
期
優
良
住
宅
（
ゆ

う
ゆ
う
住
宅
Ｓ
モ
デ
ル
）・
住
宅

版
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
講
習
会
」
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

　
講
習
内
容
の
一
つ
、
長
期
優

良
住
宅
（
ゆ
う
ゆ
う
住
宅
S
モ

デ
ル
）
で
は
、
長
期
優
良
住
宅

促
進
法
の
施
行
に
合
わ
せ
、
全

建
総
連
が
推
進
し
て
い
る
住
宅

瑕
疵
担
保
責
任
保
険
付
住
宅
で

あ
る
「
ゆ
う
ゆ
う
住
宅
」
に
、

長
期
優
良
住
宅
の
認
定
基
準
と

必
要
と
さ
れ
る
独
自
の
基
準
を

付
加
し
た
住
宅
づ
く
り
の
仕
様

に
関
す
る
こ
と
を
行
い
ま
す
。

　
二
つ
目
の
、
住
宅
版
エ
コ
ポ

イ
ン
ト
で
は
、
エ
コ
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
お
よ
び
エ
コ
新
築
工
事

を
行
っ
た
場
合
、
工
事
内
容
に

応
じ
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
が
発
行
さ

れ
、
環
境
問
題
と
景
気
回
復
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
受
講
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

■
日
時
　
二
月
十
五
日
（
月
）

　
受
付
　
午
後
四
時
三
十
分
～

　
開
会
　
午
後
五
時
～
午
後
七
時

■
会
場
　
中
統
奨
学
館
ビ
ル
／

　
　
　
　
　
　
　
五
階
会
議
室

　
　
　
名
古
屋
市
中
区
栄
四
―
十
六
―
二
十
九

　
　
　
中
日
ビ
ル
南
へ
約
百
ｍ

■
内
容

　
　
・
長
期
優
良
住
宅
（
ゆ
う

　
　
　
ゆ
う
住
宅
Ｓ
モ
デ
ル
）

　
　
・
住
宅
版
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

■
受
講
料

　
無
料
　

■
対
象
　
組
合
員
と
そ
の
家
族

■
定
員
　
五
十
名

■
申
込
・
問
合

　
　
　
住
宅
対
策
部
ま
で
ご
連

　
　
　
絡
く
だ
さ
い
。

ぜ
ひ
、
受
講
く
だ
さ
い

住宅対策部

講
習
会
開

講
習
会
開
催催

長
期
優
良
住
宅
／
ゆ
う
ゆ
う
住
宅
Ｓ
モ
デ

長
期
優
良
住
宅
／
ゆ
う
ゆ
う
住
宅
Ｓ
モ
デ
ルル

住
宅
版
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

耐
震
改
修
を
五
千
九
百
十
六
件

実
施
し
ま
し
た
。
　

　
耐
震
診
断
は
、
少
な
い
な
が

ら
も
、
全
既
存
不
適
格
住
宅
の

約
十
五
％
に
達
し
て
い
ま
す

　
愛
知
県
で
は
、
平
成
十
四
年

度
か
ら
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
、
耐
震
改
修
に
取
り
組
み
平

成
二
十
年
度
ま
で
に
耐
震
診
断

を
八
万
三
千
六
百
九
十
七
件
、

が
、
耐
震
改
修
は
ま
だ
一
％
程

度
で
あ
り
、
今
後
、
耐
震
改
修

を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
耐
震
改
修
を
い
か
に
増
加
さ

せ
る
に
は
、
実
際
に
工
事
を
実

施
す
る
大
工
工
務
店
か
ら
所
有

者
に
対
す
る
働
き
か
け
が
大
き

な
役
割
を
果
た
す
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
皆
さ
ん
の
お
仕
事

に
活
か
せ
る
よ
う
、
大
工
・
工

務
店
向
け
に
耐
震
改
修
推
進
勉

大
工
さ
ん
が
耐
震
改
修
の
主
役
に

大
工
・
工
務
店
向
け
耐
震
改
修
推
進
勉
強
会

建 団 協

強
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
日
時
　
二
月
十
六
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
六
時
～
八
時

■
会
場
　
昭
和
ビ
ル
九
階
ホ
ー
ル

　
　
名
古
屋
市
中
区
栄
四
―
三
―
二
十
六

■
受
講
料

　
無
料

■
定
員
　
百
三
十
名
（
先
着
順
）

■
内
容

　
・
大
工
、
工
務
店
に
よ
る
耐

　
　
震
改
修
推
進
実
践
報
告

　
・
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
と
住
宅
金

　
　
融
支
援
機
構
の
融
資
制
度

　
　
の
説
明

　
・
大
工
が
主
役
の
耐
震
改
修

■
〆
切
　
二
月
十
日

■
申
込
・
問
合

　
申
込
書
は
、
地
震
協
H
P
か

　
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
問
合
せ
は
、
組
合
ま
で
ご
連

　
絡
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w
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エ
コ
ポ
イ
ン
ト
発
行

住
宅
版
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
発
行

エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム

エ
コ
住
宅
の
新
築

　
地
球
温
暖
化
対
策
と
景
気
回

復
を
目
指
し
、
政
府
の
緊
急
経

済
対
策
と
し
て
、「
明
日
の
安
心

と
成
長
の
た
め
の
緊
急
経
済
対

策
」
平
成
二
十
一
年
十
二
月
八

日
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
一
年
度
第
二
次
補

正
予
算
が
国
会
で
成
立
す
る
こ

と
を
条
件
と
し
て
、
制
度
を
お

伝
え
し
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ

ご
活
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
工
事

①
エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム

・
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
～

　
十
二
月
三
十
一
日
に
工
事
着

　
手
し
た
も
の
。（
第
二
次
補
正

　
予
算
の
成
立
日
以
降
に
工
事

　
が
完
成
し
た
も
の
）

※
工
事
着
手
と
は
、
ポ
イ
ン
ト
対

　
象
工
事
を
含
む
リ
フ
ォ
ー
ム
工

　
事
全
体
の
着
手
を
い
い
ま
す
。

・
工
事
内
容

　
　
A
ま
た
は
B
の
改
修
工
事

　
　
A
窓
の
断
熱
改
修

　
　
B
外
壁
、
屋
根
・
天
井
ま

　
　
　
た
は
床
の
断
熱
改
修

※
こ
れ
ら
に
併
せ
て
、
バ
リ
ア
フ

　
リ
ー
リ
フ
ォ
ー
ム
（
手
す
り
の

　
設
置
、

屋
内
の
段
差
解
消
、

通

　
路
ま
た
は
出
入
口
の
幅
の
拡

　
張
）
を
行
う
場
合
は
、
そ
の
分
の

　
ポ
イ
ン
ト
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

②
エ
コ
住
宅
の
新
築

・
平
成
二
十
一
年
十
二
月
八
日
～

　
平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
十

　
一
日
に
建
築
着
工
し
た
も
の
。

　
（
第
二
次
補
正
予
算
の
成
立
日

　
以
降
に
工
事
が
完
成
し
た
も
の
）

※
建
築
着
工
と
は
、
根
切
り
工

　
事
ま
た
は
基
礎
杭
打
ち
工
事

　
の
着
手
を
い
い
ま
す
。

・
工
事
内
容

　
　
A
ま
た
は
B
に
該
当
す

　
　
　
る
新
築
住
宅

　
　
A
省
エ
ネ
法
の
ト
ッ
プ
ラ
ン

　
　
　
ナ
ー
基
準
（
住
宅
事
業
建
築
主

　
　
　
の
判
断
の
基
準
）
相
当
の
住
宅

　
　
B
省
エ
ネ
基
準
（
平
成
十
一
年

　
　
　
基
準
）
を
満
た
す
木
造
住
宅

※
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
に
は
、
基

　
準
を
満
た
す
こ
と
を
証
明
す

　
る
た
め
の
登
録
住
宅
性
能
評

　
価
機
関
等
の
第
三
者
評
価
が

　
必
要
で
す
。

※
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
方
法
や
詳

　
細
に
つ
い
て
は
、

　　
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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瑞
穂
支
部
は
、
昭
和
四
十
九

年
八
月
十
二
日
に
結
成
さ
れ
ま

し
て
、
数
人
の
支
部
員
か
ら
出

発
し
ま
し
た
。

　
当
時
は
、
組
合
費
も
各
家
々

に
寄
っ
て
徴
収
し
て
い
た
時
代

で
し
た
。
そ
し
て
、
当
時
あ
っ

た
川
名
事
務
所
へ
持
ち
込
ん
で

い
ま
し
た
。

　
現
在
、
瑞
穂
支
部
員
は
百
五

十
人
弱
で
す
。
古
い
支
部
な
の

に
、
支
部
員
が
少
な
い
の
が
気

に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
理

由
が
あ
り
ま
し
て
昔
か
ら
、
瑞

穂
区
に
は
、
大
工
組
合
と
言
う

組
織
が
あ
り
地
元
に
根
強
く
浸

透
し
て
い
る
地
域
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
私
た
ち
の
組
合
、

全
建
愛
知
に
加
入
す
る
人
が
、

な
か
な
か
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
は
支
部
員
さ

ん
等
の
お
陰
で
、
現
場
で
勧
誘

し
て
く
れ
た
り
、
知
人
を
紹
介

し
て
く
れ
た
り
し
て
、
現
在
の

組
合
員
数
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　
支
部
活
動
と
し
て
は
、
毎
月

役
員
の
皆
さ
ん

中
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
二
月
十
三
日
（
土
）

■
会
場
　
札
幌
か
に
本
家
金
山
店

天
白
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
三
月
十
四
日
（
日
）

■
会
場
　
東
海
健
康
セ
ン
タ
ー

西
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
三
月
二
十
八
日
（
日
）

■
会
場
　
㈱
鈴
起
建
設

緑
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
三
月
二
十
八
日
（
日
）

■
会
場
　
鳴
海
商
工
会
館

名
東
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
三
月
二
十
八
日
（
日
）

■
会
場
　
名
東
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

支
部
紹
介
コ
ー
ナ
ー
　
厳
曳

こ
ん
に
ち
は
！
瑞
穂
支

こ
ん
に
ち
は
！
瑞
穂
支
部部
でで
すす

旭
瀬
戸
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
十
八
日
（
日
）

■
会
場
　
ス
カ
イ
ワ
ー
ド
あ
さ
ひ

海
部
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
十
八
日
（
日
）

■
会
場
　
尾
張
温
泉
観
光
ホ
テ
ル

岡
崎
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
十
八
日
（
日
）

■
会
場
　
桑
谷
山
荘

北
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
十
八
日
（
日
）

■
会
場
　
魚
鉄

津
島
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
十
八
日
（
日
）

■
会
場
　
ぎ
ふ
長
良
川
温
泉
ホ
テ
ル
パ
ー
ク

守
山
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
十
八
日
（
日
）

■
会
場
　
守
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
／
予
定

豊
田
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
二
十
五
日
（
日
）

■
会
場
　
豊
田
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

支
部
レ
ク
予

支
部
レ
ク
予
定定

支
部
総
会
予

支
部
総
会
予
定定

豊
橋
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
二
十
五
日
（
日
）

■
会
場
　
高
千
穂

旭
瀬
戸
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
二
月
七
日
（
日
）

■
会
場
　
東
名
ボ
ウ
ル

津
島
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
二
月
十
四
日
（
日
）

■
会
場
　
サ
ン
ガ
ー
デ
ン
津
島

守
山
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
二
月
十
四
日
（
日
）

■
会
場
　
東
名
ボ
ウ
ル

南
支
部
青
年
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
二
月
二
十
一
日
（
日
）

■
会
場
　
ナ
ゴ
ヤ
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

昭
和
支
部
青
年
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
二
月
二
十
八
日
（
日
）

■
会
場
　
星
ヶ
丘
ボ
ウ
ル

港
支
部
／
イ
チ
ゴ
狩
り
＆
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

■
日
程
　
二
月
二
十
八
日
（
日
）

■
行
先
　
信
州
駒
ヶ
根

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　
世
界
の
読
み
書
き
の
で
き
な

い
人
々
が
、
学
ぶ
た
め
の
教
育

環
境
作
り
を
応
援
す
る
「
世
界

寺
子
屋
運
動
」
書
き
損
じ
ハ
ガ

キ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
書
き

損
じ
た
ハ
ガ
キ
等
を
集
め
、
国

際
協
力
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
一
枚
で
も
多
く
の
書
き
損
じ

ハ
ガ
キ
を
組
合
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
回
収
　
年
間
通
じ
実
施
。
組

お
寄
せ
く
だ
さ
い

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ

組合まで

支
部
レ
ク
募

支
部
レ
ク
募
集集

　
合
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

■
備
考
　
こ
ん
な
ハ
ガ
キ
が
役

　
立
ち
ま
す
。・
書
き
間
違
え
た
等

　
ま
た
、
組
合
で
は
「
使
用
済

み
切
手
」
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
組
合
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
回
収
　
年
間
通
じ
実
施
。
組

　
合
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

十
五
日
前
後
の
支
部
会
、
年
二

回
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
。
拡

大
行
動
、
健
康
保
険
証
交
換
、

支
部
総
会
な
ど
と
、
主
婦
の
会

主
催
の
イ
ベ
ン
ト
を
、
年
二
回

行
っ
て
い
ま
す
。

　
瑞
穂
支
部
は
、
今
後
も
、
地

元
に
定
着
し
た
組
合
と
な
る
よ

う
に
支
部
員
、
家
族
全
体
で
協

力
し
て
前
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
【
戸
ヶ
里
勝
義
支
部
長
　
記
】

心
の
相
談
室

お
気
軽
に
お
電
話
を

連合愛知

復して仕事が「忙しい忙しい」と、ボヤけるような年になると良い
ですね。
　さて、私はこのＷelcome青年部の記事を書かせていただくのは、
２度目となりますが、前回、年齢的に青年部をもう引退ということ
を書いたんですが、後継者が見つからず困っています。
　若い皆さん、「臆病にならず組合活動に参加しましょうよ。絶対
にいいことありますよ。組合は、自分たちの本当に身近な存在です」。
　少し、自分のことを書きます。ここ数年前から、ちょっとメタボ

　 幹 事　

 保科 　 英昭 
ほしな ひであき

　我が全建愛知の組合員の皆様、いかがお過ごしで
しょうか。
　私は、天白支部の青年部長で本部の青年部幹事を
やらさせていただいています、保科英昭です。
　職業は、左官業です。昨年は末曾有の大不況と皆
さん大変な１年だったと思いますが、今年は景気回

「青年部幹事青年部幹事ささんご挨ん ご挨拶拶」」

WWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeelllllllllllllllllllllcccccccccccccccccccccooooooooooooooooooooommmmmmmmmmmmmmmmmmmmmeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年Welcome青年部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
40歳以下の組合員は全員青年部員です

予備軍の仲間入りしてしまい、
子供たちから「ちょっと、その
腹、ヤバくない？」と非難の声。
息子はハンドボール・娘と嫁は
バレーボールと家族皆、運動頑
張っているので、私も昨年11月
からスポーツクラブに通い始め
ました。
　目指すは、体重－5㎏を目標
に頑張ります。
　　　　　【保科英昭幹事　記】 ご家族一緒に初詣

東
海
支
部
／
春
レ
ク

■
日
程
　
三
月
七
日
（
日
）

■
行
先
　
日
間
賀
島

南
支
部
／
イ
チ
ゴ
狩
り

■
日
程
　
三
月
七
日
（
日
）

■
行
先
　
静
岡
県
掛
川

春
日
井
支
部
／
温
泉
＆
イ
チ
ゴ
狩
り

■
日
程
　
四
月
十
八
日
（
日
）

■
行
先
　
浜
松
市
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
他

港
支
部
主
婦
の
会
／
食
事
会

　
　
　
　
ラ
ン
チ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ

■
日
時
　
二
月
六
日
（
土
）

　
午
前
十
一
時
・
現
地
集
合

■
会
場
　
グ
ラ
ン
コ
ー
ト
名
古
屋
二
階
／
金
山

■
会
費
　
一
千
円

■
申
込
・
問
合
　

　
・
青
木

　
℡
０
８
０
―
６
９
０
７
―
４
４
８
７

　
・
奥
川

　
℡
0
9
0
―
8
8
6
9
―
9
0
6
2

中
川
熱
田
支
部
主
婦
の
会
／

　
新
春
の
つ
ど
い（
お
食
事
会
）

■
日
時
　
二
月
十
八
日
（
木
）

　
午
前
十
一
時
三
十
分
、
名
鉄
セ
ブ
ン

　
・
ナ
ナ
ち
ゃ
ん
人
形
前
に
集
合
。

■
会
費
　
二
千
円

■
備
考
　
参
加
の
方
は
氏
名
・
連

　
絡
先
（
℡
・
胃
）
を
ご
記
入
の
上
、

胃
に
て
お
申
込
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
　
青
木

　
℡
・
胃
０
５
２
―
６
８
２
―
０
３
２
７

瑞
穂
支
部
主
婦
の
会
／

　
　
　
　
　
　
　
新
春
の
集
い

■
日
時
　
三
月
八
日
（
月
）

　
　
午
前
十
一
時
三
十
分
、
新

　
　
瑞
橋
ピ
ア
ゴ
前
に
集
合
。

■
会
場
　
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
の
木
曽
路
 笠
寺
店

■
会
費
　
八
百
円

■
申
込
・
問
合
　
植
北
　

　
℡
０
９
０
―
２
１
８
７
―
０
８
０
５

小
牧
支
部
主
婦
の
会
／
食
事
会

■
日
時
　
三
月
十
七
日
（
水
）

　
午
前
十
一
時
三
十
分
～
現
地
集
合

■
会
場
　
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
の
木
曽
路
 小
牧
店

■
会
費
　
一
千
円

■
定
員
　
十
五
名
※
先
着
順
に

　
て
定
員
に
な
り
次
第
〆
切

■
〆
切
　
二
月
二
十
日

■
申
込
・
問
合
　
岡
西
　

　
℡
・
胃
0
5
6
8
―
7
7
―
1
2
2
2

害

涯

慨

碍

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

　全建愛知では、建設現場で働く一人親方さんの
ために、中小企業退職金共済法に基づき国が作っ
た「建設業退職金共済制度」を取り扱っています。

老後の生活は大丈夫です老後の生活は大丈夫ですかか
～建設業退職金共済制度～ 建設業退職金共済制度 ～～

共済福祉部 ご 案 内

【加入資格】
　建設業で働く一人親方さん（一人親方さんとと
　もに技能取得中の見習いの方も含みます）なら、
　職種を問わず、月給・日給に関係なく組合を通
　じて加入することができます。

【制度の３つの特徴】
　①退職金は、「共済証紙」を購入し「共済手帳」
　　へ貼付することで積み立てられます。組合が
　　代わりに手続きし、手帳を管理します。
　②新たに加入した方については、国が掛金の一
　　部（初回交付の手帳50日分）を補助します。
　③退職金は、国で定められた基準により計算し
　　て確実に支払われます。手続きは、とても簡
　　単です。

【掛金】
　掛金は、毎月組合費等と合わせて7,750円（1
　日310円で25日分※就業日数に関わらず）を
　引落しします。

【退職金の受取り】
　建設業で従事しなくなり、貼られた証紙の合計
　が24ヶ月分（504日）以上あり、次の請求時
　由のいずれかにあてはまる場合に支給されます。
　・満55歳以上になったとき。
　・建設業以外の職に就いたとき、またケガや病
　　気のため廃業したとき。
　※死亡した時の遺族請求は証紙の合計が12ヶ
　　月分（252日）以上の貼付が必要になります。

　　ご自分の退職金を積み立て、老後の生活安定
　に役立ててみてはいかがでしょうか？ 
　　お問合せは、共済福祉部／三好までお気軽に
　ご連絡ください。

　
連
合
愛
知
で
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
働
く
人
の
心
の
支
援
を
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

【
相
談
方
法
】「
電
話
相
談
」
と
「
面
接

　
相
談
」
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
電
話
を
。

【
電
話
相
談
】（
祝
祭
日
除
く
）

　
月
曜
日
　
午
後
三
時
～
七
時

　
水
曜
日
　
正
午
　
　
～
七
時

　
金
曜
日
　
午
後
四
時
～
八
時

℡
０
５
２
―
６
１
８
―
７
８
３
１

【
面
接
相
談
】
（
事
前
予
約
要
）

　
花
日
本
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会

　
名
古
屋
市
中
村
区
羽
衣
町
十
 開
運
ビ
ル
二
階



◎
腕
を
ふ
る
っ
て
！

　
『
正
月
準
備
で
、
我
が
家
も
黒

豆
・
こ
ぶ
ま
き
・
た
つ
く
り
な
ど

の
手
料
理
で
、
お
せ
ち
作
り
。
皆

の
喜
ぶ
顔
を
浮
か
べ
な
が
ら
作

り
ま
し
た
』

【
碧
南
市
／
岩
月
美
智
子
さ
ん
】

※
手
作
り
の
お
せ
ち
料
理
い
い
で
す
ね
。

◎
雪
で
す
よ
～
！

　
『
大
晦
日
か
ら
元
日
に
か
け
、

二
十
㎝
の
積
雪
と
な
り
、
た
い
へ

ん
な
年
明
け
と
な
り
ま
し
た
』

　
【
一
宮
市
／
水
谷
義
男
さ
ん
】

※
今
年
も
ド
カ
雪
が
降
り
ま
す
ね
。

◎
元
気
に
し
て
い
ま
す
よ
！

　
『
新
年
を
迎
え
た
元
旦
の
一

番
目
の
楽
し
み
は
、
年
賀
状
を

見
る
こ
と
。
最
近
、
印
刷
さ
れ
た

年
賀
状
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、

そ
の
中
で
も
何
年
も
会
っ
て
い

な
い
人
か
ら
一
筆
そ
え
て
あ
る

年
賀
状
は
と
っ
て
も
嬉
し
い
。

「
出
産
」「
子
育
」「
子
供
の
結
婚
」

「
孫
が
で
き
た
」
年
に
一
度
、
そ

の
人
の
人
生
の
節
目
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。
今
年
は
、
そ
ん

な
友
人
か
ら
直
接
会
っ
て
近
況

報
告
を
互
い
に
話
し
た
い
』

　
【
中
川
区
／
堀
田
町
子
さ
ん
】

※
年
賀
状
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
ね
。

◎
鈍
っ
た
体
を
！

　
『
今
年
は
、
初
詣
に
主
人
と
二

人
で
自
転
車
で
行
っ
て
き
ま
し

た
。
体
力
が
衰
え
が
ち
な
、
お
正

月
で
す
が
、い
い
運
動
を
し
ま

し
た
。こ
れ
か
ら
も
、
続
け
れ
ば

い
い
な
～
と
思
い
ま
す
』

【
熱
田
区
／
宮
林
あ
け
み
さ
ん
】

※
体
を
動
か
す
と
、気
持
ち
い
い
で
す
ね
。

◎
年
女
で
～
す
！

　
『
今
年
は
、
私
の
年
で
す
。
全

て
の
こ
と
が
ハ
ッ
ピ
ー
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
』

　
【
中
川
区
／
樋
渡
ミ
チ
さ
ん
】

※
良
い
一
年
で
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。

　
さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で

二
十
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
応
募
ド
シ
ド
シ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

⑲
仕
事
の
進
み
ぐ
あ
い

⑳
さ
ず
け
与
え
る
こ
と

■
応
募
方
法

①
問
題
の
答
え
②
〒
・
住
所
・

℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合
員

と
の
続
柄
（
本
人
・
妻
・
子

等
）
⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起

き
た
近
況
報
告
を
書
い
て
、

二
月
十
二
日
ま
で
に
組
合
の

教
宣
部
へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は

胃
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え

　
ナ
ベ
ブ
ギ
ョ
ウ

■
当
選
者

　
沖
島
明
子
さ
ん
他
十
九
名

■
三
月
号
の
原
稿
締
切

　
二
月
八
日
（
月
）

【
ヨ
コ
の
カ
ギ

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】】

①
春
先
の
、
消
え
や
す
い
雪

④
華
燭
の
典
と
も
い
い
ま
す

⑥
旧
国
名
、
現
在
の
三
重
県
の

　
大
部
分

⑦
衆
議
院
と
参
議
院

⑧
動
物
を
飼
っ
て
育
て
る
こ
と

⑩
冷
た
い
雨

⑪
力
士
が
ふ
み
ま
す

⑫
「
…
…
の
衆
」
は
統
一
の
な

　
い
集
団
で
す

⑭
「
寿
」
の
読
み
方

⑮
保
険
外
は
全
額
患
者
負
担

⑱
節
分
は
鬼
の
厄
日
で
す

⑳
猛
毒
の
あ
る
魚

嬰
活
火
山
は
…
…
し
ま
す

影
に
が
笑
い

【
タ
テ
の
カ
ギ

【
タ
テ
の
カ
ギ
】】

①
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム

②
日
本
製
で
す

③
顔
立
ち
。
…
…
の
い
い
人

④
紫
が
か
っ
た
青

⑤
低
温
で
保
管
す
る
装
置

⑨
苦
し
み
疲
れ
る
こ
と

⑩
ひ
や
酒

⑬
結
婚
式
な
ど
で
新
郎
新
婦
を

　
冷
や
か
す
か
け
声
。
「
い
よ

　
～
、
…
…
！
」

⑭
自
分
史
を
…
…
出
版
す
る

⑮
岩
の
多
い
海
岸

⑯
一
挙
…
…

⑰
「
厚
遇
」
の
反
対

⑱
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
て
い
な
い
状
態

【
編
集
後
記
】
休
み
ボ
ケ

か
ら
目
を
覚
ま
せ
、
新
た

な
気
持
ち
で
今
年
初
の
二

月
号
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
今
年
一
年
、

キ
ャ
ロ
ッ
ト
の
ご
愛
読
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
に
ん
じ
ん
】
四
才
に
な

っ
て
、
日
に
日
に
頼
も
し

く
な
っ
て
き
た
俊
介
。
お

兄
ち
ゃ
ん
だ
も
ん
ね
。
言

葉
数
が
増
え
、
楽
し
く
お

話
し
し
て
く
れ
る
優
希
。

二
人
の
ヤ
ン
チ
ャ
坊
主
の

成
長
が
楽
し
み
で
す
。

★

★

★

★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
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★
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★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

○さ 

◎
ワ
ク
ワ
ク
・
ワ
ク
ワ
ク
！

　
『
今
年
は
、
元
旦
か
ら
雪
が
降

り
、
お
正
月
に
皆
で
集
ま
っ
て
、

す
き
焼
き
パ
ー
テ
ィ
ー
を
す
る

予
定
が
、
三
日
ま
で
お
預
け
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
待
ち

ど
う
し
か
っ
た
で
す
』

　
【
愛
西
市
／
大
原
四
朗
さ
ん
】

※
さ
ぞ
、盛
り
上
が
っ
た
で
す
よ
ね
。

◎
今
年
こ
そ
は
！

　
『
こ
の
大
不
況
で
、
建
築
の
仕

事
も
グ
ッ
と
少
な
く
な
り
、
我

が
家
も
経
済
危
機
に
陥
り
、こ

の
お
正
月
は
グ
ッ
と
我
慢
の
連

続
で
し
た
。
早
く
景
気
が
良
く

な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
』

　
【
豊
田
市
／
内
山
昌
子
さ
ん
】

※
何
と
か
な
り
ま
せ
ん
か
ね
。

◎
立
派
な
職
人
に
な
る
ぞ
！

　
『
十
八
歳
に
な
る
我
が
息
子

が
、こ
の
不
況
の
中
、
進
学
を
あ

き
ら
め
て
、
自
分
と
一
緒
に
仕

事
を
し
て
く
れ
る
と
言
い
ま
し

た
。し
か
し
、
今
の
こ
の
業
界
、

先
の
見
通
し
が
わ
か
ら
な
い
た

め
、
素
直
に
喜
べ
な
い
自
分
が

は
が
ゆ
い
で
す
』

【
北
名
古
屋
市
／
亀
下
順
一
さ
ん
】

※
嬉
し
い
こ
ど
で
す
が
…
…
。

◎
進
学
決
定
！

　
『
娘
が
看
護
系
の
大
学
に
進

学
決
定
！
お
金
が
か
か
る
け

ど
、
頑
張
り
ま
す
』

　
【
豊
橋
市
／
岡
田
秀
子
さ
ん
】

※
娘
さ
ん
の
た
め
に
、お
仕
事
頑
張
っ
て
。

◎
孫
が
可
愛
く
て
！

　
『
孫
が
今
年
、
成
人
式
を
迎
え

★
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★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

ま
す
。
彼
が
で
き
た
み
た
い
で
、

ま
た
一
つ
心
配
が
増
え
ま
し

た
』
　
【
東
区
／
赤
塚
ふ
じ
子
さ
ん
】

※
嬉
し
い
け
ど
、気
に
な
り
ま
す
ね
。

◎
内
定
も
ら
っ
た
ぞ
！

　
『
厳
し
い
就
活
を
負
け
じ
、
魂

で
勝
ち
取
っ
た
娘
。
嬉
し
い
新

年
を
我
が
家
も
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
』

　
【
中
川
区
／
内
藤
一
夫
さ
ん
】

※
や
っ
た
。お
め
で
と
う
。

◎
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
ご
用
心
！

　
『
只
今
、
息
子
が
Ａ
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
！
落
ち
着
い
て
き

た
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
安
心

し
て
い
た
ら
…
今
に
な
っ
て
か

い
！
次
は
、
私
だ
ろ
う
な
ぁ
。
皆

さ
ん
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
ご

注
意
！
』

　
【
豊
山
町
／
赤
塚
収
古
さ
ん
】

※
手
洗
い
・
う
が
い
を
し
よ
う
。

◎
皆
さ
ん
の
周
り
で
起
き
た
、

　
楽
し
い
近
況
報
告
ド
ン
ド
ン

　
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

　
し
て
い
ま
す
。
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